
部
隊
一
丸
と
な
り
、
与
え
ら

れ
た
任
務
の
完
遂
に
邁
進
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ

「
常
に
考
え
、
追
求
せ
よ
」

「
基
本
・
基
礎
の
徹
底
・
確

行
」
「
安
全
管
理
、
健
康
管

理
、
物
品
管
理
」
の
三
点
を

要
望
し
た
。

第
２
中
隊
は
連
隊
の
先
遣

部
隊
と
な
り
敵
の
攻
撃
を
阻

止
し
連
隊
主
力
の
進
出
掩
護

を
任
務
と
し
て
、
地
形
を
最

大
限
活
用
し
、
組
織
化
し
た

火
網
と
障
害
を
連
携
さ
せ
た

連
隊
は
令
和
６
年
10
月
31
日

か
ら
11
月
８
日
ま
で
の
間
、
東

富
士
演
習
場
に
お
い
て
令
和
６

年
度
第
３
次
連
隊
野
営
訓
練
を

実
施
し
た
。
こ
の
間
、
第
１
次

連
隊
訓
練
検
閲
（
統
裁
官

連

隊
長

課
目
「
陣
地
防
御
」
）

を
実
施
し
て
第
２
中
隊
及
び
施

設
作
業
小
隊
の
練
度
の
評
価
・

判
定
を
実
施
し
た
。

統
裁
官
は
10
月
31
日
に
行
っ

た
訓
示
に
お
い
て
「
平
素
か
ら

の
練
成
訓
練
の
成
果
を
発
揮
す

る
た
め
の
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
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令和６年度第３次連隊野営・第１次連隊訓練検閲

秋
の
東
富
士
で
練
度
を
評
価
・
判
定

主な記事

１
面

第
３
次
野
営

２
面

第
２
次
野
営
（
後
段
）

３
面

優
秀
隊
員
紹
介

４
面

フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

戦
闘
す
る
即
応
予
備
自
衛
官
（
２
中
隊
）

爆破準備（施設作業小隊)

即応予備自衛官到着 バトラー受領 避難住民対応

対空戦闘障害構築 防御戦闘

強
固
な
陣
地
を
構
築
し
防
御
戦
闘
を

行
っ
た
。
施
設
作
業
小
隊
は
第
２
中

隊
の
直
接
支
援
を
任
務
と
し
て
対
戦

車
地
雷
原
を
は
じ
め
と
す
る
障
害
構

成
を
実
施
し
た
ほ
か
、
敵
機
動
路
の

道
路
破
壊
を
実
爆
に
よ
り
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
令
和
６
年
度
第
７
次
即

応
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
と
し
て
即

応
予
備
自
衛
官
を
招
集
し
、
常
備
自

衛
官
と
即
応
予
備
自
衛
官
が
一
体
と

な
り
任
務
に
当
た
っ
た
。
ま
た
、

レ
ー
ザ
ー
や
セ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た

交
戦
用
訓
練
装
置
（
バ
ト
ラ
ー
）
を

使
用
し
、
実
戦
に
近
い
環
境
下
で
訓

練
を
行
っ
た
。

検
閲
後
の
講
評
に
お
い
て
統
裁
官

は
「
隊
員
全
員
が
本
訓
練
検
閲
で
得

た
教
訓
を
資
に
、
今
後
更
に
訓
練
に

励
み
引
き
続
き
部
隊
の
練
度
の
維

持
・
向
上
を
図
る
べ
く
、
日
々
の
訓

練
に
邁
進
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
述
べ
検
閲
を
締
め
く
く
っ
た
。
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第２次連隊野営（後段）

連
隊
は
令
和
６
年
８
月
23
日

か
ら
25
日
の
間
、
東
富
士
演
習

場
（
静
岡
県
御
殿
場
市
）
に
お

い
て
令
和
６
年
度
第
２
次
連
隊

野
営
（
後
段
）
を
実
施
し
た
。

本
野
営
で
は
70
式
地
雷
原
爆

破
装
置
の
投
射
、
爆
破
薬
の
爆

破
、
81
㎜
迫
撃
砲
・
対
人
狙
撃

銃
、
５
．
５
６
㎜
機
関
銃
の
射

撃
を
実
施
し
任
務
遂
行
能
力
の

向
上
を
図
っ
た
。
併
せ
て
、
第

１
中
隊
は
斥
候
訓
練
を
実
施
し

即
応
予
備
自
衛
官
の
偵
察
練
度

の
向
上
を
図
っ
た
。

爆破作業

5.56mm機関銃射撃

対人狙撃銃射撃

８１mm迫撃砲射撃

70式地雷原爆破装置投射

愛
知
県
立
岩
津
高
等
学
校

文
化
祭
支
援

連
隊
は
令
和
６
年
９
月
27
日
、

愛
知
県
立
岩
津
高
等
学
校
（
岡
崎

市
）
に
お
い
て
、
同
校
が
開
催
し

た
文
化
祭
を
支
援
し
た
。

今
回
、
文
化
祭
に
愛
知
地
方
協

力
本
部
の
広
報
コ
ー
ナ
ー
が
設
置

さ
れ
、
連
隊
か
ら
高
機
動
車
を
展

示
し
た
ほ
か
、
偵
察
用
オ
ー
ト
バ

イ
や
小
型
ト
ラ
ッ
ク
が
展
示
さ
れ

た
。
広
報
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
多
く

の
生
徒
が
訪
れ
、
制
服
や
迷
彩
服

を
試
着
し
て
車
両
と
写
真
を
撮
る

な
ど
学
生
た
ち
で
賑
わ
っ
た
。

広
報
コ
ー
ナ
ー
の
様
子
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連

隊

長

表

彰

第
４
級
賞
詞

（
車
両
無
事
故
走
行
10
万
㎞
）

本
管
中
隊

２
曹

中
島

聖
二

３
中
隊

２
曹

堀
内

康
生

同

２
曹

家
城

健
太

４
中
隊

２
曹

平
松

敬
雄

重
迫
中
隊

１
曹

矢
部

高
教

同

２
曹

半
田

大
介

同

３
曹

内
藤

竜
人

令

和

６

年

度

混

成

団

優

秀

隊

員

３
中
隊

即
２
曹

坂
井

摩
弥

５
中
隊

２
曹

黒
谷

義
行

２
中
隊

２
曹

結
城

浩
二

第
４
級
賞
詞

（
車
両
無
事
故
走
行
５
万
㎞
）

第
５
級
賞
詞

（
隊
員
自
主
募
集
情
報
提
供
に

よ
る
入
隊
者
１
名
の
功
績
）

５
中
隊

３
曹

谷
口

大
悟

永
年
勤
続
者
表
彰

25
年

連
隊
本
部

１
尉

本
田

千
佳
人

本
管
中
隊

１
曹

竹
本

憲
功

同

２
曹

平
田

弘
樹

同

２
曹

佐
野

拓
也

同

２
曹

鈴
木

秀
征

同

２
曹

菅
野

正
人

２
中
隊

２
曹

二
階

充
貴

３
中
隊

２
曹

大
西

達
郎

４
中
隊

２
曹

丸
谷

智
樹

５
中
隊

２
曹

野
村

武
史

重
迫
中
隊

１
曹

下
村

効
平

即応予備自衛官招集訓練

連
隊
は
令
和
６
年

10
月
７
日
か
ら
16
日

の
間
、
豊
川
駐
屯
地

ほ
か
で
第
１
中
隊
が

担
任
し
て
陸
曹
上
級

課
程
履
修
前
教
育
を

実
施
し
た
。

陸
曹
上
級
課
程
は
、

上
級
陸
曹
（
１
曹
以

上
）
と
し
て
必
要
な

知
識
及
び
技
能
を
習

得
さ
せ
る
と
と
も
に
、

陸
曹
と
し
て
の
資
質

を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
陸
曹
教
育

隊
で
実
施
さ
れ
る
も

の
で
、
今
回
、
事
前

教
育
を
連
隊
で
実
施

し
た
。
連
隊
の
ほ
か
、

豊
川
駐
屯
地

所
在
の
各
部
隊
か
ら
も

被
教
育
者
が
参
加
し
た
。

教
育
は
野
外
で
の
実

員
指
揮
の
ほ
か
、
座
学

及
び
試
験
等
で
科
目
が

組
ま
れ
た
。

令
和
６
年
度
第
１
次
連
隊
訓
練

検

閲

優

秀

隊

員

連
隊
長
表
彰

１
曹

棈
松

湧
多

３
曹

宮
竹

貴
大

即
士
長

坂
井

亮
哉

最
先
任
上
級
曹
長
表
彰

１
曹

濱
口

雅
之

即
３
曹

羽
田

稜

即
士
長

井
上

晃
文

第
２
中
隊

連
隊
長
表
彰

即
２
曹

大
島

英
樹

最
先
任
上
級
曹
長
表
彰

即
３
曹

宮
本

望

施
設
作
業
小
隊

令

和

６

年

度

陸

上

自

衛

隊

優

秀

隊

員

３
中
隊

即
２
曹

坂
井

摩
弥
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